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■大洲市住まいに関するアンケート調査 

 
「今後の住まいに関する意向調査」発送：平成 30 年 12 月 21 日（金）2,480 世帯 

                締切：平成 31 年１月 15 日（火）1,613 世帯回収 

                  ※ 調査結果については 2月 4日受付分まで反映 

 

回収率 

 

 
  

回答数 配布数 回収率

1 肱南 172 266 64.7%

2 久米 185 319 58.0%

3 肱北 7 8 87.5%

4 若宮 147 192 76.6%

5 五郎 22 40 55.0%

6 田口 165 363 45.5%

7 平 302 412 73.3%

8 平野 1 3 33.3%

9 南久米 2 2 100.0%

10 菅田 249 344 72.4%

11 大川 34 52 65.4%

12 柳沢 1 1 100.0%

13 新谷 63 129 48.8%

14 三善 44 45 97.8%

15 八多喜 92 128 71.9%

16 長浜 44 65 67.7%

17 肱川 83 111 74.8%

合計 1,613 2,480 65.0%
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１．世帯について 

【問１】世帯主の年齢、性別 

  

  

  

■世帯主の年齢（n＝1,613）

①40歳未満

9.3%

②40～49歳

13.3%

③50～59歳

16.7%

④60～64歳

9.2%

⑤65～69歳

13.2%

⑥70～74歳

13.6%

⑦75～79歳

10.2%

⑧80歳以上

14.0%

⑨不明

0.6%

①40歳未満 150

②40～49歳 214
③50～59歳 269

④60～64歳 148

⑤65～69歳 213

⑥70～74歳 219

⑦75～79歳 165

⑧80歳以上 226

⑨不明 9

総計 1,613

■世帯主の性別（n＝1,613）

①男性

73.2%

②女性

26.3%

③不明

0.4%

①男性 1,181

②女性 425
③不明 7
総計 1,613
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【問２】家族の人数 

 
 

 

※「被災前の家族人数」「現在の家族人数」ともに記載のある 1,512 世帯のみの集計。 

 

 

  

■被災前の家族人数（n＝1,613） ■現在の家族人数（n＝1,613）

①1人

22.3%

②2人

34.2%

③3人

17.9%

④4人

13.1%

⑤5人

5.6%

⑥6人以上

2.7%

⑦不明

4.3%

①1人

21.8%

②2人

32.9%
③3人

18.7%

④4人

13.5%

⑤5人

5.1%

⑥6人以上

2.9%
⑦不明

5.1%

■被災前後の家族増減（n＝1,512）

①2人以上

減少

0.7%
②1人減少

2.2%

③増減なし

93.1%

④1人増加

2.5%

⑤2人以上

増加
1.5%

被災前の家族人数 現在の家族人数 ①2人以上減少 10
①1人 360 352 ②1人減少 34

②2人 552 531 ③増減なし 1,408
③3人 288 301 ④1人増加 38
④4人 211 218 ⑤2人以上増加 22
⑤5人 90 82 総計 1,512

⑥6人以上 43 46
⑦不明 69 83
総計 1,613 1,613
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【問３】現在の世帯構成 

  

【問４】世帯主の現在の就業状況 

  

  

■現在の世帯構成：ひとつに○（n＝1,613）

①単身（65歳以上）

15.4%

②単身（64歳以下）

7.5%

③夫婦のみ（共

に65歳以上）

15.6%

④夫婦のみ（どちら

かが64歳以下）
4.5%⑤夫婦のみ（どちら

も64歳以下）

7.5%

⑥夫婦と子

28.3%

⑦一人親と子

9.2%

⑧３世代以上

5.0%

⑨その他

5.2%

⑩不明

1.9%

①単身（65歳以上） 249
②単身（64歳以下） 121
③夫婦のみ
　（共に65歳以上）

251

④夫婦のみ
　（どちらかが64歳以下）

72

⑤夫婦のみ
　（どちらも64歳以下）

121

⑥夫婦と子 456
⑦一人親と子 149

⑧３世代以上 80
⑨その他 84
⑩不明 30
総計 1,613

■世帯主の現在の就業状況：ひとつに○（n＝1,613）

①就業中（被災

前と同じ職業）
55.4%

②就業中（被災前と異なる職業・転職）

1.2%

③求職中

0.3%

④無職（年金）

37.0%

⑤無職（失業保険）

0.3%

⑥無職（その他の定

期的な収入）
1.2%

⑦無職（収

入なし）
1.7%

⑧その他

2.0%
⑨不明

0.8%

①就業中
　（被災前と同じ職業）

893

②就業中（被災前と異な
　る職業・転職）

20

③求職中 5
④無職（年金） 597

⑤無職（失業保険） 5
⑥無職（その他の定期的
　な収入）

20

⑦無職（収入なし） 28

⑧その他 32
⑨不明 13
総計 1,613
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【問５】被災による世帯収入の変化 

  

 

 

  

■被災による世帯収入の変化：ひとつに○（n＝1,613）

①大きく減っている

10.2%

②少し減っている

17.1%

③あまり変化し

ていない
67.1%

④増えている

0.9%

⑤その他

2.2%

⑥不明

2.4%

①大きく減っている 165

②少し減っている 276

③あまり変化していない 1,083

④増えている 15

⑤その他 36

⑥不明 38

総計 1,613
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２．被災した住まいについて 

【問６】被災した住宅の住所 

 

地区名 回答数 地区名 回答数 地区名 回答数

01肱南 1 大洲 9 08平野 80 日浦 1 15八多喜 154 下町下区 15

2 柚木 156 合計 1 155 岩津 26

3 その他 5 09南久米 88 長谷 1 156 湯の子 20

201 肱南他 2 89 北裏 1 157 八多浪 2

合計 172 合計 2 158 伊州子 12

02久米 4 下山辺 21 10菅田 92 阿部 7 159 その他 16

5 上山辺 19 93 上東 12 215 八多喜他 1

6 安場 22 94 中東 7 合計 92

7 札場 1 95 上町 17 16長浜 166 大和 1

10 有松 1 96 中町 5 168 白滝 39

13 深井 1 97 下町 33 216 長浜他 4

14 下里 8 98 西 39 合計 44

15 城池 52 99 冨士 5 17肱川 169 大和 4

16 古久米武田 12 100 村島 28 170 中野 12

17 只超 22 101 成見 20 171 汗生 2

20 高山西 5 102 板野 6 172 萩野尾 2

202 久米他 21 103 藤の川 1 173 八重栗 3

合計 185 104 譲葉 4 174 下鹿野川 33

03肱北 22 渡場 2 105 池田 4 175 上鹿野川 17

27 射場 1 106 本郷 9 176 その他 1

34 肱川 2 107 杭瀬 3 177 共栄 1

36 下山根 2 108 小倉 11 178 山槌 4

合計 7 109 父 8 181 大谷 1

04若宮 41 堀の内 3 110 追打 4 217 肱川他 3

42 若宮上 16 111 裾野 8 合計 83

43 若宮中 37 112 その他 10 総計 1,613

44 若宮下 15 210 菅田他 8

45 日の出 52 合計 249

46 東若宮 15 11大川 113 八河 9

204 若宮他 9 114 森山本村 18

合計 147 115 東 3

05五郎 47 玉川 14 116 坊屋敷 4

48 五郎 6 合計 34

205 五郎他 2 12柳沢 118 柳沢 1

合計 22 合計 1

06田口 50 東大洲 75 13新谷 119 小貝 4

51 白方 2 121 上組 1

54 河内 2 122 中組 6

55 中ヶ市 12 124 中富久保 1

56 天満 22 127 山口 1

57 山根 26 130 西和田西 1

58 神宮 10 131 古町 3

59 西岡 6 132 町 6

206 田口他 10 142 城山 3

合計 165 143 東松ヶ花 17

07平 61 平坂 9 213 新谷他 20

63 平畑 7 合計 63

64 森 13 14三善 144 山高 10

65 中山東 51 145 阿寄 3

66 中山西 14 146 坂本 1

67 野久保 6 147 大谷 2

68 野田 32 148 田辺 11

69 土肥 5 149 和田下 1

70 小鳥越 11 150 石橋 2

71 西松ヶ花 9 151 峠 11

72 城 123 152 多田 2

207 平他 22 153 その他 1
合計 302 合計 44

行政区名 行政区名 行政区名
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【問７】被災住宅の所有関係及び建て方 

  
 

※以降の設問（問１４以外）は、問７「⑦借家（公営住宅）」の世帯を除いて集計。 

【問８】住宅の被災状況 

 

 
  

■被災住宅の所有関係及び建て方：ひとつに○（n＝1,613）

①持家（一戸建）

73.8%②持家（長屋建）

0.5%

③持家（共同建）

0.1%

④持家（その他）

0.4%

⑤借家（民間賃貸住宅

戸建・長屋建）
8.6%

⑥借家（民間賃貸住宅

ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

9.1%

⑦借家（公営住宅）

4.3%

⑧借家（社宅）

0.6%

⑨借家（その他）

1.5%

⑩不明

1.2%

①持家（一戸建） 1,190
②持家（長屋建） 8

③持家（共同建） 1
④持家（その他） 7
⑤借家（民間賃貸住宅
　戸建・長屋建）

139

⑥借家（民間賃貸住宅
　ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

147

⑦借家（公営住宅） 69
⑧借家（社宅） 9

⑨借家（その他） 24
⑩不明 19
総計 1,613

■被災状況：ひとつに○（n＝1,544）
≪アンケート回答≫ ≪判定結果≫

①全壊

20.8%

②大規模

半壊
25.2%

③半壊

51.6%

④その他

1.6%

⑤不明

0.8%

①全壊

21.1%

②大規模

半壊
24.0%

③半壊

54.7%

⑤不明

0.1%

アンケート回答 判定結果

①全壊 321 326

②大規模半壊 389 371

③半壊 796 845

④その他 25

⑤不明 13 2

総計 1,544 1,544
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【問９】現在の住宅 

  
 

 

※「【問９】現在の住宅」において「②」と回答した 307 世帯のみの集計。 

  
  

■現在の住宅：ひとつに○（n＝1,544）

①被災した住宅に

住んでいる

77.5%

②被災した住宅とは別

の住宅に住んでいる
19.9%

③その他

1.6%

④不明

1.0%

①被災した住宅に住んで

　いる
1,197

②被災した住宅とは別の

　住宅に住んでいる
307

③その他 25

④不明 15

総計 1,544

■別の住宅：ひとつに○（n＝307）

①応急仮設住宅

14.3%

②既設の公営

住宅等
4.6%

③みなし応急仮設住宅

（民間賃貸住宅）

10.7%

④民間賃貸住宅（みなし

応急仮設住宅を除く）
24.4%

⑤親類・知人宅

18.9%

⑥その他

22.5%

⑦不明

4.6%

①応急仮設住宅 44

②既設の公営住宅等 14
③みなし応急仮設住宅

　（民間賃貸住宅）
33

④民間賃貸住宅（みなし

　応急仮設住宅を除く）
75

⑤親類・知人宅 58

⑥その他 69

⑦不明 14

総計 307
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【問１０】被災した住宅の対応 

  
 

※設問自体はシングルアンサーだが、マルチで回答している（ふたつ以上に○をしている）世帯が

多い：24世帯⇒すべて「不明」として集計。 

 

  

■被災した住宅の対応：ひとつに○（n＝1,544）

①すでに解体・

撤去した

2.3% ②今後、解体・

撤去する予定
6.2%

③すでに修理した

53.8%

④今後、修理を

する予定
18.7%

⑤解体や修理をす

る予定はない
1.6%

⑥解体や修理

等の対応を決
めていない

2.1%

⑦その他

9.8% ⑧不明

5.5%

①すでに解体・撤去した 35

②今後、解体・撤去する
　予定

96

③すでに修理した 831
④今後、修理をする予定 289

⑤解体や修理をする予
　定はない

25

⑥解体や修理等の対応
　を決めていない

32

⑦その他 151
⑧不明 85

総計 1,544
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３．今後の住宅再建等の意向について 

【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定 

  
 

注：災害公営住宅希望を含む複数回答は災害公営住宅希望とみなして集計している（オとカ、オ

とキ等の回答あり）。 

注：「キ．わからない、また決めていない」との複数回答（オ以外）については、キ（今後の予定

は未定の世帯）として集計している（カとキ等の回答あり） 

注：被災住宅が市営住宅の世帯（問７で⑦借家（公営住宅）と回答した世帯）で、「オ」と回答し

ている世帯が「1世帯」あり 

  

■今後の住宅再建や住宅確保等の予定：ひとつに○（n＝1,544）

ｱ.修理・建替・

購入等を、済ま
せたまたは決

めた

63.3%

ｲ.修理したい（これ

から決定）
10.1%

ｳ.同じ場所で住

宅を再建したい
（これから決定）

1.6%

ｴ.被災した賃貸住

宅に戻りたい
0.6%

ｵ.新たに災害公営住宅が

整備されれば入居したい

3.5%

ｶ.被災した住所から別の

住所へ移転したい
6.1%

ｷ.わからない、ま

だ決めていない
6.1%

ｸ.不明

8.8%

ｱ.被災した住宅の修理・
　建替・購入等を済ませ
　た。または修理・建て替

　え・購入等を決めた

977

ｲ.被災した住宅を修理し
　たい（これから決定す
　る）

156

ｳ.被災した同じ住所（場

　所）で住宅を再建したい
　（これから決定する）

24

ｴ.被災した賃貸住宅に戻
　りたい

9

ｵ.新たに災害公営住宅が
　整備されれば入居した

　い

54

ｶ.被災した住所から別の
　住所へ移転したい（別
　途住宅建設・購入、賃
　貸住宅（災害公営以外

　）や親族の住宅への移
　転）

94

ｷ.わからない、まだ決め
　ていない

94

ｸ.不明 136

総計 1,544
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【問１１－ア】住宅の再建方法 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの集

計。 

  

【問１１－カ－１】移転先の住宅（希望） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの集

計。 

  
  

■住宅の再建方法：ひとつに○（n＝977）

①被災した住宅を修理

94.2%

②被災した宅地で住宅

を建て替え
2.4%

③被災した住宅とは

別に住宅を購入
1.2%

④その他

1.0%

⑤不明

1.2%

①被災した住宅を修理 920

②被災した宅地で住宅を

　建て替え
23

③被災した住宅とは別に
　住宅を購入

12

④その他 10

⑤不明 12

総計 977

■移転先の住所（希望）：ひとつに○（n＝94）

①被災前と同

一行政区内
17.0%

②市内の別行

政区でもよい
30.9%

③市内の別小学校区でもよい

3.2%

④市外

25.5%

⑤どこでもよい

9.6%

⑥わからない

8.5%

⑦不明

5.3%

①被災前と同一行政区

　内
16

②市内の別行政区でも

　よい
29

③市内の別小学校区で

　もよい
3

④市外 24

⑤どこでもよい 9
⑥わからない 8

⑦不明 5

総計 94
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【問１１－カ－２】移転先の住居形態（希望） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの集

計。 

  

【問１１－カ－３】移転の理由 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの集

計。 

  
 

  

■移転先の住居形態（希望）：ひとつに○（n＝94）

①持ち家を建

設または購入
したい

31.9%

②アパート等の

賃貸住宅に住

みたい

35.1%

③子ども・親族等の

家に同居したい
11.7%

④その他

6.4%

⑤わからない

5.3%
⑥不明

9.6%

①持ち家を建設または購

　入したい
30

②アパート等の賃貸住宅

　に住みたい
33

③子ども・親族等の家に

　同居したい
11

④その他 6

⑤わからない 5

⑥不明 9

総計 94

■移転の理由：ひとつに○（n＝94）

①今後の被災

が不安

48.9%

②元の場所で住宅の建て替え等

を行うには時間がかかる

5.3%

③近親者の住

まいがある

14.9%

④就業等の変

化に伴い必要
になった

5.3%

⑤家族の仕事

や通学に便利
8.5%

⑥その他

11.7%

⑦不明

5.3%

①今後の被災が不安 46

②元の場所で住宅の建て
　替え等を行うには時間が

　かかる

5

③近親者の住まいがある 14

④就業等の変化に伴い必
　要になった

5

⑤家族の仕事や通学に便
　利

8

⑥その他 11
⑦不明 5

総計 94
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【問１２】今後の住宅再建や確保にあたり困っていること 

 

【問１４】住まいや暮らしの再建を考える上で重視すること 

 
  

■今後の住宅再建や確保にあたり困っていること：あてはまるもの全てに○（n＝1,544）

※【　】内の数字は、n＝1,544に対する割合

456

353

154

78

61

49

28

75

0 100 200 300 400 500

住宅の修理にかかる費用【29.5%】

敷地の安全性【22.9%】

住宅の再建（建設）にかかる費用【10.0%】

宅地の整備にかかる費用【 5.1%】

敷地前の道路（復旧、道路幅など）【 4.0%】

被災時に住んでいた住宅の債務、家賃等【 3.2%】

親族等の相談など【 1.8%】

その他【 4.9%】

■住まいや暮らしの再建を考える上で重視すること：３つまで○（n＝1,613）

※【　】内の数字は、n＝1,613に対する割合

1,286

822

595

594

317

163

160

35

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

自然災害に対する安全性の確保【79.7%】

日常生活の利便性の確保【51.0%】

医療・福祉機能の充実【36.9%】

豪雨災害からの生活再建資金の確保【36.8%】

ご近所づきあい・コミュニティの充実【19.7%】

働く場所の確保【10.1%】

教育・子育て環境の充実【 9.9%】

その他【 2.2%】
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４．新たに整備される「災害公営住宅」について 

【問１５】災害公営住宅への入居予定家族人数 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した 54世帯のみの集

計。 

  

【問１６】入居を希望する災害公営住宅の建て方 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した 54世帯のみの集

計。 

  

 

 

■災害公営住宅への入居予定家族人数（n＝54）

①1人

27.8%

②2人

33.3%

③3人

13.0%

④4人

20.4%

⑤5人

3.7%

⑥不明

1.9%

①1人 15

②2人 18

③3人 7

④4人 11

⑤5人 2

⑥不明 1

総計 54

■入居を希望する災害公営住宅の建て方（n＝54）

①一戸建て

44.4%

②長屋建て

7.4%

③共同建て（ｱﾊﾟｰﾄ､

ﾏﾝｼｮﾝ形式）

25.9%

④現時点では

決められない
18.5%

⑤その他

1.9%

⑥不明

1.9%

①一戸建て 24
②長屋建て 4

③共同建て
　（ｱﾊﾟｰﾄ､ﾏﾝｼｮﾝ形式）

14

④現時点では決められな
　い

10

⑤その他 1
⑥不明 1
総計 54
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【問１７】入居を希望する災害公営住宅の間取り・規模 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した 54世帯のみの集

計。 

  
  

■入居を希望する災害公営住宅の間取り・規模（n＝54）

①１ＤＫ（40㎡台）

5.6%

②２ＤＫ（50㎡台）

24.1%

③３ＤＫまたは２ＬＤＫ

（60㎡台）

33.3%

④４ＤＫまたは

３ＬＤＫ（70㎡
台）

20.4%

⑤４ＬＤＫ以上

（80㎡以上）
7.4%

⑥現時点では

決められない

5.6%

⑦不明

3.7%

①１ＤＫ（40㎡台） 3

②２ＤＫ（50㎡台） 13

③３ＤＫまたは２ＬＤＫ

　（60㎡台）
18

④４ＤＫまたは３ＬＤＫ

　（70㎡台）
11

⑤４ＬＤＫ以上（80㎡以上） 4

⑥現時点では決められな
　い

3

⑦不明 2

総計 54
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【問１８】災害公営住宅が立地する行政区の希望 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した 47世帯のみの集

計。 

  
 

 

※「【問１８】災害公営住宅が立地する行政区の希望」において「①」と回答した 30 世帯のみの

集計。 

  

■災害公営住宅が立地する行政区の希望（n＝54）

①希望する地区・

行政区がある

55.6%

②希望する行

政区はない
20.4%

③わからない

16.7%

④不明

7.4%

①希望する地区・行政区が

　ある
30

②希望する行政区はない 11

③わからない 9

④不明 4

総計 54

■希望する地区名 ■希望する行政区・地区番号
22～72 1 1大洲、2柚木 1

下鹿野川 1 2柚木 1
河辺町 1 4下山部、50東大洲、61平坂 1
肱南 1 46東若宮 1
若宮 3 50東大洲 2

若宮、大洲 1 56天満 1
城 1 65中山東 1
城山 1 72城 3
新谷 1 141城山 1

新谷地区、川東 1 174下鹿野川 2
菅田 1 175上鹿野川 1
西大洲 1 183河辺 1
大洲市の中心地に近い所 1 不明 14

中央 2 総計 30
中山東 1
天満 1
東大洲 1

東大洲or柚木 1
平小学校区内 2
平地区 5
柚木 1

柚木、大洲地区 1
総計 30
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【問１９】災害公営住宅が立地する場所について重視すること 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した 54世帯のみの集

計。 

 

【問２０】災害公営住宅の入居期間等の希望 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した 54世帯のみの集

計。 

  
  

■災害公営住宅が立地する場所について重視すること：３つまで○（n＝54）

※【　】内の数字は、n＝54に対する割合

41

32

20

17

15

8

4

1

5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

店舗、商業施設の近くにあること【75.9%】

医療・福祉施設の近くにあること【59.3%】

小学校・中学校の近くにあること【37.0%】

銀行・郵便局などの近くにあること【31.5%】

バス停などが近くにあること【27.8%】

被災前の集落や地域ｺﾐｭﾆﾃｨ、交流関係維持【14.8%】

保育園・幼稚園の近くにあること【 7.4%】

役場の近くにあること【 1.9%】

その他【 9.3%】

■災害公営住宅の入居期間等の希望：ひとつに○（n＝54）

①災害公営住

宅にずっと住み

続けたい

59.3%

②いずれは住宅（持ち家）を再建

（あるいは購入）し、転居したい

7.4%

③いずれは賃貸マンション

やアパートへ転居したい
3.7%

④わからない

22.2%

⑤その他

1.9%

⑥不明

5.6%

①災害公営住宅にずっと

　住み続けたい
32

②いずれは住宅（持ち家）

　を再建（あるいは購入）
　し、転居したい

4

③いずれは賃貸マンション

　やアパートへ転居したい
2

④わからない 12
⑤その他 1

⑥不明 3

総計 54
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５．災害公営住宅入居希望世帯について（問１１オ） 

 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した全 55世帯の集計（54

世帯に、被災した住宅が「借家（公営住宅）」であるが災害公営住宅への入居を希望している 1世

帯を含んだ 55 世帯）。 

（１）世帯属性 

①被災状況別災害公営住宅入居希望世帯数（【問１１オ】×【問８】） 

 

②災害公営住宅入居希望世帯の世帯構成（人数）別世帯数（【問１１オ】×【問１５】） 

 

③災害公営住宅入居希望世帯のうち高齢者を含む世帯（【問１１オ】×【問１５】） 

※高齢者を含む世帯（問 15 で「65～74 歳」「75 歳以上」に人数の記入がある世帯） 

 

④世帯主の就業状況別災害公営住宅入居希望世帯数（【問１１オ】×【問４】） 

 

  

①全壊 25
②大規模半壊 12
③半壊 17
④その他 1
総計 55

①1人 15
②2人 19
③3人 7
④4人 11
⑤5人 2
⑥不明 1
総計 55

1人 2人

1人 9 9
2人 4 4 8
3人 1 1
5人 1 1

14 5 19

世
帯
人
数
総計

高齢人数
総計

①就業中　（被災前と同じ職業） 30
②就業中（被災前と異な　る職業・転職） 2
③求職中 2
④無職（年金） 18
⑤無職（失業保険） 1
⑦無職（収入なし） 1
⑧その他 1
総計 55
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⑤被災住宅地区別災害公営住宅入居希望世帯数（【問１１オ】×【問６】） 

 
  

地区名 希望 回答数 地区名 希望 回答数 地区名 希望 回答数

01肱南 1 大洲 9 08平野 80 日浦 1 15八多喜 154 下町下区 1 15
2 柚木 5 156 合計 1 155 岩津 26

3 その他 5 09南久米 88 長谷 1 156 湯の子 20

201 肱南他 2 89 北裏 1 157 八多浪 2
合計 5 172 合計 2 158 伊州子 12

02久米 4 下山辺 2 21 10菅田 92 阿部 7 159 その他 16
5 上山辺 1 19 93 上東 12 215 八多喜他 1

6 安場 22 94 中東 7 合計 1 92
7 札場 1 95 上町 2 17 16長浜 166 大和 1

10 有松 1 96 中町 5 168 白滝 39
13 深井 1 97 下町 33 216 長浜他 4

14 下里 8 98 西 2 39 合計 44
15 城池 52 99 冨士 5 17肱川 169 大和 4

16 古久米武田 12 100 村島 1 28 170 中野 12
17 只超 22 101 成見 20 171 汗生 2

20 高山西 5 102 板野 6 172 萩野尾 2
202 久米他 2 21 103 藤の川 1 173 八重栗 3

合計 5 185 104 譲葉 4 174 下鹿野川 6 33
03肱北 22 渡場 2 105 池田 4 175 上鹿野川 1 17

27 射場 1 106 本郷 9 176 その他 1 1
34 肱川 2 107 杭瀬 3 177 共栄 1

36 下山根 2 108 小倉 11 178 山槌 4
合計 7 109 父 8 181 大谷 1

04若宮 41 堀の内 3 110 追打 4 217 肱川他 3
42 若宮上 16 111 裾野 8 合計 8 83

43 若宮中 37 112 その他 10 総計 55 1,613
44 若宮下 15 210 菅田他 8

45 日の出 1 52 合計 5 249
46 東若宮 15 11大川 113 八河 9

204 若宮他 1 9 114 森山本村 1 18
合計 2 147 115 東 3

05五郎 47 玉川 14 116 坊屋敷 4
48 五郎 6 合計 1 34

205 五郎他 2 12柳沢 118 柳沢 1 1
合計 22 合計 1 1

06田口 50 東大洲 1 75 13新谷 119 小貝 4

51 白方 2 121 上組 1
54 河内 2 122 中組 6

55 中ヶ市 12 124 中富久保 1
56 天満 1 22 127 山口 1

57 山根 26 130 西和田西 1
58 神宮 10 131 古町 3

59 西岡 6 132 町 1 6
206 田口他 1 10 142 城山 3

合計 3 165 143 東松ヶ花 4 17
07平 61 平坂 2 9 213 新谷他 2 20

63 平畑 7 合計 7 63
64 森 13 14三善 144 山高 10

65 中山東 3 51 145 阿寄 3

66 中山西 14 146 坂本 1

67 野久保 1 6 147 大谷 2
68 野田 2 32 148 田辺 11

69 土肥 2 5 149 和田下 1
70 小鳥越 11 150 石橋 2

71 西松ヶ花 1 9 151 峠 11
72 城 5 123 152 多田 2

207 平他 1 22 153 その他 1
合計 17 302 合計 44

行政区名 行政区名 行政区名
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（２）希望詳細（希望地区） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「オ」と回答した全 55 世帯のうち、

「【問１８】災害公営住宅の立地希望」の設問に「１．希望する地区・行政区がある」と回答した

31 世帯のみの集計。 

※問１８に記載された地区名をもとに以下の地区を設定。 

 

①希望地区別世帯構成（人数）（【問１８－１】×【問１５】） 

 

②希望地区別希望住宅タイプ（【問１８－１】×【問１６】） 

 

地区 問１８－１に記載された地区名

01肱南 ○肱南、○柚木
01肱南、06田口 ○東大洲or柚木
01肱南、大洲 ○柚木、大洲地区
02久米、06田口 ○西大洲（4,50,51の行政区番号の記載あり）
03肱北､04若宮､05五郎､06田口､07平 ○22～72
04若宮 ○若宮
04若宮、大洲 ○若宮、大洲
06田口 ○天満、○東大洲
07平 ○城、○中山東、○平、○平小学校区内、○平地区
10菅田 ○菅田
13新谷 ○城山、○新谷、○新谷地区、川東
17肱川 ○下鹿野川、○河辺町、○中央
大洲 ○大洲市の中心地に近い所

①1人 ②2人 ③3人 ④4人 ⑤5人 総計
01肱南 1 1 2
01肱南、06田口 1 1
01肱南、大洲 1 1
02久米、06田口 1 1
03肱北､04若宮､05五郎､06田口､07平 1 1
04若宮 1 2 3
04若宮、大洲 1 1
06田口 1 1 2
07平 2 2 2 4 10
10菅田 1 1
13新谷 1 1 1 3
17肱川 2 1 1 4
大洲 1 1
総計 9 8 5 8 1 31

① ② ③ ④ ⑥

一戸建て 長屋建て

共同建て
　（ｱﾊﾟｰﾄ､
ﾏﾝｼｮﾝ
形式）

現時点
では決め
られない

不明

01肱南 1 1 2
01肱南、06田口 1 1
01肱南、大洲 1 1
02久米、06田口 1 1
03肱北､04若宮､05五郎､06田口､07平 1 1
04若宮 2 1 3
04若宮、大洲 1 1
06田口 2 2
07平 6 2 1 1 10
10菅田 1 1
13新谷 1 1 1 3
17肱川 2 1 1 4
大洲 1 1
総計 15 4 7 4 1 31

総計
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③希望地区別希望住宅間取り・規模（【問１８－１】×【問１７】） 

 

④希望地区別住宅選択重視点（【問１８－１】×【問１９】） 

 

  

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

２ＤＫ
（50㎡
台）

３ＤＫ
または
２ＬＤＫ
　（60㎡
台）

４ＤＫ
または
３ＬＤＫ
　（70㎡
台）

４ＬＤＫ
以上
（80㎡
以上）

現時点
では
決めら
れない

不明

01肱南 1 1 2
01肱南、06田口 1 1
01肱南、大洲 1 1
02久米、06田口 1 1
03肱北､04若宮､05五郎､06田口､07平 1 1
04若宮 3 3
04若宮、大洲 1 1
06田口 2 2
07平 3 3 2 2 10
10菅田 1 1
13新谷 1 1 1 3
17肱川 2 1 1 4
大洲 1 1
総計 8 11 5 4 2 1 31

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

バス停
などが
近くに
あること

店舗、
商業施
設の近
くにある
こと

銀行・
郵便局
などの
近くに
あること

医療・
福祉施
設の近
くにある
こと

保育
園・幼
稚園の
近くに
あること

小学
校・中
学校の
近くに
あること

役場
の近
くに
ある
こと

被災前の
集落や地
域ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ、交流
関係維持

そ
の
他

01肱南 2 1 2 1 2
01肱南、06田口 1 1 1 1
01肱南、大洲 1 1 1 1
02久米、06田口 1 1
03肱北､04若宮､05五郎､
06田口､07平

1 1 1 1

04若宮 2 3 3 1 1 3
04若宮、大洲 1 1
06田口 2 1 2 1 2
07平 2 8 1 7 6 2 1 10
10菅田 1 1
13新谷 1 2 1 2 1 3
17肱川 1 3 2 1 1 1 2 1 4
大洲 1 1 1 1
総計 7 22 8 18 1 17 1 6 3 31

世
帯
数
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⑤希望地区別住宅入居期間（【問１８－１】×【問２０】） 

 

  

① ② ③ ④ ⑤

災害公営
住宅にず
っと住み
続けたい

いずれは住
宅（持ち家）
　を再建（ある
いは購入）し、
転居したい

いずれは賃
貸マンション
やアパートへ
転居したい

わから
ない

そ
の
他

01肱南 1 1 2
01肱南、06田口 1 1
01肱南、大洲 1 1
02久米、06田口 1 1
03肱北､04若宮､05五郎､06田口､07平 1 1
04若宮 2 1 3
04若宮、大洲 1 1
06田口 2 2
07平 7 1 2 10
10菅田 1 1
13新谷 1 1 1 3
17肱川 4 4
大洲 1 1
総計 18 2 2 8 1 31

総
計
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（３）希望詳細（その他） 

①世帯構成（人数）と希望住宅タイプ（【問１５】×【問１６】） 

 

②世帯構成（人数）と希望住宅間取り・規模（【問１５】×【問１７】） 

 

③希望住宅対応と希望住宅間取り・規模（【問１６】×【問１７】） 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

一戸建て 長屋建て
共同建て（ｱﾊﾟｰﾄ､
ﾏﾝｼｮﾝ形式）

現時点では
決められない

その他 不明

①1人 5 1 5 3 1 15
②2人 6 3 6 4 19
③3人 5 1 1 7
④4人 5 1 2 3 11
⑤5人 2 2
⑥不明 1 1
総計 24 5 14 10 1 1 55

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

１ＤＫ
（40㎡台）

２ＤＫ
（50㎡台）

３ＤＫ
または
２ＬＤＫ

　（60㎡台）

４ＤＫ
または
３ＬＤＫ

　（70㎡台）

４ＬＤＫ
以上
（80㎡
以上）

現時点
では
決めら
れない

不明

①1人 3 8 4 15
②2人 6 9 3 1 19
③3人 4 2 1 7
④4人 1 5 3 2 11
⑤5人 1 1 2
⑥不明 1 1
総計 3 14 18 11 4 3 2 55

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

１ＤＫ
（40㎡
台）

２ＤＫ
（50㎡
台）

３ＤＫ
または
２ＬＤＫ

　（60㎡台）

４ＤＫ
または
３ＬＤＫ

　（70㎡台）

４ＬＤＫ
以上
（80㎡
以上）

現時点
では
決めら
れない

不
明

① 一戸建て 4 7 8 3 2 24
② 長屋建て 3 2 5
③ 共同建て（ｱﾊﾟｰﾄ､
ﾏﾝｼｮﾝ形式） 5 6 3 14
④ 現時点では
決められない 2 2 2 1 3 10
⑤ その他 1 1
⑥ 不明 1 1

3 14 18 11 4 3 2 55

総
計

総計
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６．住宅再建意向の状況について 

（１）被災状況、被災箇所当別再建意向 

①-1)被災状況別住宅再建意向（【問８】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

①-2)住宅の再建方法（【問８】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

①-3)移転先の住宅（希望）（【問８】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

ア イ ウ エ オ カ キ ク

被災した住宅
の修理・建替・
購入等を済ま
せた。または
修理・建て替
え・購入等を
決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災し
た賃貸
住宅に
戻りたい

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わから
ない、
まだ決
めてい
ない

不明

①全壊 176 26 6 2 25 41 24 21 321
②大規模半壊 269 27 5 2 12 25 26 23 389
③半壊 519 97 13 4 17 28 40 78 796
④その他 10 5 1 2 7 25
⑤不明 3 1 2 7 13
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①全壊 153 14 5 2 2 176
②大規模半壊 252 4 5 3 5 269
③半壊 503 4 2 5 5 519
④その他 10 10
⑤不明 2 1 3
総計 920 23 12 10 12 977

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①全壊 9 12 1 13 2 3 1 41
②大規模半壊 4 11 4 1 3 2 25
③半壊 3 6 2 7 6 2 2 28
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計
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①-4)移転先の住居形態（希望）（【問８】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

①-5)移転の理由（【問８】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

②-1)被災地区別住宅再建意向（【問８】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①全壊 18 8 7 2 2 4 41
②大規模半壊 6 10 3 1 2 3 25
③半壊 6 15 1 3 1 2 28
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①全壊 19 2 7 1 5 4 3 41
②大規模半壊 14 4 1 1 3 2 25
③半壊 13 3 3 3 2 4 28
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災し
た賃貸
住宅に
戻りたい

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わから
ない、
まだ決
めてい
ない

不明

01肱南 109 10 2 5 13 12 16 167
02久米 103 16 1 5 7 9 14 155
03肱北 4 1 1 1 7
04若宮 92 20 2 3 10 16 143
05五郎 18 1 3 22
06田口 106 22 3 2 3 7 10 11 164
07平 180 18 6 2 16 23 11 22 278
08平野 1 1
09南久米 2 2
10菅田 150 36 10 1 5 16 14 14 246
11大川 19 3 1 5 3 3 34
12柳沢 1 1
13新谷 26 1 1 1 7 6 7 14 63
14三善 31 9 4 44
15八多喜 69 8 3 1 3 2 6 92
16長浜 32 5 1 3 3 44
17肱川 36 7 1 8 9 11 9 81
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計
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②-2)住宅の再建方法（【問８】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

②-3)移転先の住宅（希望）（【問８】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

01肱南 106 1 2 109
02久米 100 1 1 1 103
03肱北 3 1 4
04若宮 91 1 92
05五郎 15 2 1 18
06田口 101 1 1 2 1 106
07平 171 4 3 2 180
09南久米 1 1 2
10菅田 134 8 3 1 4 150
11大川 17 1 1 19
13新谷 23 1 2 26
14三善 31 31
15八多喜 66 2 1 69
16長浜 31 1 32
17肱川 30 3 2 1 36
総計 920 23 12 10 12 977

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

01肱南 3 2 5 2 1 13
02久米 2 1 1 1 1 1 7
04若宮 1 1 1 3
06田口 3 1 2 1 7
07平 4 10 1 4 1 1 2 23
08平野 1 1
10菅田 5 4 6 1 16
11大川 1 3 1 5
13新谷 1 2 2 1 6
15八多喜 1 2 3
16長浜 1 1
17肱川 2 1 1 2 1 2 9
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計
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②-4)移転先の住居形態（希望）（【問８】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

②-5)移転の理由（【問８】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

01肱南 4 6 2 1 13
02久米 1 2 1 2 1 7
04若宮 2 1 3
06田口 5 1 1 7
07平 7 12 1 1 2 23
08平野 1 1
10菅田 7 2 4 1 1 1 16
11大川 2 1 2 5
13新谷 2 3 1 6
15八多喜 2 1 3
16長浜 1 1
17肱川 4 2 1 2 9
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

01肱南 6 1 1 2 2 1 13
02久米 4 2 1 7
04若宮 2 1 3
06田口 2 1 1 1 2 7
07平 13 1 4 1 3 1 23
08平野 1 1
10菅田 11 3 1 1 16
11大川 2 1 1 1 5
13新谷 3 1 1 1 6
15八多喜 1 1 1 3
16長浜 1 1
17肱川 3 1 1 2 2 9
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計
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③-1)被災住宅の所有関係別住宅再建意向（【問７】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

③-2)住宅の再建方法（【問７】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

  

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①持家（一戸建） 853 145 22 16 34 42 78 1,190
②持家（長屋建） 3 2 3 8
③持家（共同建） 1 1
④持家（その他） 5 1 1 7
⑤借家（民間賃貸
住宅戸建・長屋建）

61 3 3 15 20 21 16 139

⑥借家（民間賃貸
住宅ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

40 1 2 5 19 35 24 21 147

⑧借家（社宅） 2 1 1 3 1 1 9
⑨借家（その他） 7 2 1 1 1 4 8 24
⑩不明 6 1 2 1 9 19
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①持家（一戸建） 810 21 8 4 10 853
②持家（長屋建） 3 3
④持家（その他） 3 1 1 5
⑤借家（民間賃貸
住宅戸建・長屋建）

60 1 61

⑥借家（民間賃貸
住宅ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

31 1 3 5 40

⑧借家（社宅） 2 2
⑨借家（その他） 5 1 1 7
⑩不明 6 6
総計 920 23 12 10 12 977

総計
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③-3)移転先の住宅（希望）（【問７】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

③-4)移転先の住居形態（希望）（【問７】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

③-5)移転の理由（【問７】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①持家（一戸建） 9 9 1 10 2 3 34
③持家（共同建） 1 1
⑤借家（民間賃貸
住宅戸建・長屋建）

2 9 4 1 2 2 20

⑥借家（民間賃貸
住宅ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

5 10 1 9 5 3 2 35

⑧借家（社宅） 1 1 1 3
⑨借家（その他） 1 1
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①持家（一戸建） 14 4 9 3 1 3 34
③持家（共同建） 1 1
⑤借家（民間賃貸
住宅戸建・長屋建）

7 6 1 1 3 2 20

⑥借家（民間賃貸
住宅ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

8 21 1 1 1 3 35

⑧借家（社宅） 1 1 1 3
⑨借家（その他） 1 1
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①持家（一戸建） 14 2 8 1 2 4 3 34
③持家（共同建） 1 1
⑤借家（民間賃貸
住宅戸建・長屋建）

13 1 2 4 20

⑥借家（民間賃貸
住宅ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ）

17 3 4 1 5 3 2 35

⑧借家（社宅） 1 1 1 3
⑨借家（その他） 1 1
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計
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（２）世帯属性別再建意向 

①-1)世帯構成別住宅再建意向（【問３】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

①-2)住宅の再建方法（【問３】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

  

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①単身（65歳以上） 129 28 2 1 11 6 18 37 232
②単身（64歳以下） 58 6 1 2 4 10 16 17 114
③夫婦のみ
（共に65歳以上）

157 38 5 1 4 13 2 22 242

④夫婦のみ（どちら
かが64歳以下）

48 7 2 1 2 4 4 68

⑤夫婦のみ
（どちらも64歳以下）

83 7 2 3 13 5 5 118

⑥夫婦と子 314 39 5 3 15 28 21 20 445
⑦一人親と子 71 11 3 1 12 8 17 12 135
⑧３世代以上 60 6 2 2 5 3 1 79
⑨その他 46 10 1 1 2 6 5 11 82
⑩不明 11 4 1 3 3 7 29
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①単身（65歳以上） 121 3 4 1 129
②単身（64歳以下） 54 2 2 58
③夫婦のみ
（共に65歳以上）

147 3 4 1 2 157

④夫婦のみ（どちら
かが64歳以下）

44 3 1 48

⑤夫婦のみ
（どちらも64歳以下）

76 4 1 1 1 83

⑥夫婦と子 305 4 2 1 2 314
⑦一人親と子 65 1 2 3 71
⑧３世代以上 54 3 1 1 1 60
⑨その他 45 1 46
⑩不明 9 1 1 11
総計 920 23 12 10 12 977

総計
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①-3)移転先の住宅（希望）（【問３】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

①-4)移転先の住居形態（希望）（【問３】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①単身（65歳以上） 2 2 1 1 6
②単身（64歳以下） 1 1 1 3 3 1 10
③夫婦のみ
（共に65歳以上）

3 3 4 1 1 1 13

④夫婦のみ（どちら
かが64歳以下）

1 1 2

⑤夫婦のみ
（どちらも64歳以下）

6 1 2 2 1 1 13

⑥夫婦と子 6 10 1 7 1 3 28
⑦一人親と子 1 1 4 1 1 8
⑧３世代以上 2 2 1 5
⑨その他 3 2 1 6
⑩不明 1 1 1 3
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①単身（65歳以上） 1 1 2 1 1 6
②単身（64歳以下） 8 1 1 10
③夫婦のみ
（共に65歳以上）

2 2 2 4 1 2 13

④夫婦のみ（どちら
かが64歳以下）

1 1 2

⑤夫婦のみ
（どちらも64歳以下）

2 9 1 1 13

⑥夫婦と子 17 8 1 2 28
⑦一人親と子 1 5 1 1 8
⑧３世代以上 4 1 5
⑨その他 1 4 1 6
⑩不明 1 1 1 3
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計
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①-5)移転の理由（【問３】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

②-1)就業状況別住宅再建意向（【問４】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①単身（65歳以上） 1 1 2 1 1 6
②単身（64歳以下） 3 2 1 2 1 1 10
③夫婦のみ
（共に65歳以上）

4 4 1 1 2 1 13

④夫婦のみ（どちら
かが64歳以下）

1 1 2

⑤夫婦のみ
（どちらも64歳以下）

7 1 1 3 1 13

⑥夫婦と子 18 1 2 2 5 28
⑦一人親と子 5 1 1 1 8
⑧３世代以上 5 5
⑨その他 4 1 1 6
⑩不明 2 1 3
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①就業中
（被災前と同じ職業）

561 83 14 6 30 58 56 50 858

②就業中（被災前と
異なる職業・転職）

10 1 1 2 1 2 2 19

③求職中 1 2 1 4
④無職（年金） 352 63 5 1 17 24 30 74 566
⑤無職（失業保険） 4 1 5
⑥無職（その他の
定期的な収入）

12 2 1 1 2 1 1 20

⑦無職（収入なし） 17 2 1 1 4 2 1 28
⑧その他 16 4 2 1 2 3 3 31
⑨不明 5 1 2 5 13
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計
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②-2)住宅の再建方法（【問４】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

②-3)移転先の住宅（希望）（【問４】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

②-4)移転先の住居形態（希望）（【問４】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①就業中
（被災前と同じ職業）

525 15 10 7 4 561

②就業中（被災前と
異なる職業・転職）

10 10

④無職（年金） 337 6 1 3 5 352
⑤無職（失業保険） 3 1 4
⑥無職（その他の
定期的な収入）

8 1 1 2 12

⑦無職（収入なし） 17 17
⑧その他 16 16
⑨不明 4 1 5
総計 920 23 12 10 12 977

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①就業中
（被災前と同じ職業）

8 22 3 15 6 2 2 58

②就業中（被災前と
異なる職業・転職）

1 1

③求職中 1 1
④無職（年金） 5 5 6 3 3 2 24
⑥無職（その他の
定期的な収入）

1 1 2

⑦無職（収入なし） 2 1 1 4
⑧その他 1 1 2
⑨不明 1 1 2
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①就業中
（被災前と同じ職業）

23 26 2 2 2 3 58

②就業中（被災前と
異なる職業・転職）

1 1

③求職中 1 1
④無職（年金） 5 4 6 4 2 3 24
⑥無職（その他の
定期的な収入）

1 1 2

⑦無職（収入なし） 1 1 2 4
⑧その他 1 1 2
⑨不明 1 1 2
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計
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②-5)移転の理由（【問４】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

③-1)現在の住宅の状況別住宅再建意向（【問９】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

③-2)住宅の再建方法（【問９】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①就業中
（被災前と同じ職業）

33 4 4 1 8 6 2 58

②就業中（被災前と
異なる職業・転職）

1 1

③求職中 1 1
④無職（年金） 8 1 8 2 4 1 24
⑥無職（その他の
定期的な収入）

1 1 2

⑦無職（収入なし） 1 1 1 1 4
⑧その他 1 1 2
⑨不明 1 1 2
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①被災した住宅に
住んでいる

892 129 9 7 8 16 35 101 1,197

②被災した住宅と
は別の住宅に住ん
でいる

72 21 15 2 46 75 54 22 307

③その他 8 4 3 4 6 25
④不明 5 2 1 7 15
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①被災した住宅に
住んでいる

868 5 2 5 12 892

②被災した住宅と
は別の住宅に住ん
でいる

41 17 10 4 72

③その他 6 1 1 8
④不明 5 5
総計 920 23 12 10 12 977

総計
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③-3)移転先の住宅（希望）（【問９】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

③-4)移転先の住居形態（希望）（【問９】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

③-5)移転の理由（【問９】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①被災した住宅に
住んでいる

4 6 1 1 4 16

②被災した住宅と
は別の住宅に住ん
でいる

11 23 2 21 9 4 5 75

③その他 1 2 3
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①被災した住宅に
住んでいる

10 4 2 16

②被災した住宅と
は別の住宅に住ん
でいる

20 27 11 5 3 9 75

③その他 2 1 3
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①被災した住宅に
住んでいる

11 1 4 16

②被災した住宅と
は別の住宅に住ん
でいる

34 5 14 2 8 7 5 75

③その他 1 2 3
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計
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④-1)被災住宅の解体等状況別住宅再建意向（【問３】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

④-2)住宅の再建方法（【問１０】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

  

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①すでに解体・撤去
した

12 5 4 4 7 3 35

②今後、解体・撤去
する予定

24 1 11 8 26 21 5 96

③すでに修理した 712 9 4 6 5 14 13 68 831
④今後、修理をする
予定

132 126 3 2 3 6 6 11 289

⑤解体や修理をする
予定はない

2 3 3 3 5 9 25

⑥解体や修理等の
対応を決めていない

1 6 2 7 11 5 32

⑦その他 67 6 1 1 15 24 26 11 151
⑧不明 27 5 14 10 5 24 85
総計 977 156 24 9 54 94 94 136 1,544

総計

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①すでに解体・撤去
した

3 8 1 12

②今後、解体・撤去
する予定

2 14 8 24

③すでに修理した 697 2 2 11 712
④今後、修理をする
予定

129 1 1 1 132

⑤解体や修理をする
予定はない

2 2

⑥解体や修理等の
対応を決めていない

1 1

⑦その他 60 2 5 67
⑧不明 26 1 27
総計 920 23 12 10 12 977

総計
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④-3)移転先の住宅（希望）（【問１０】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

④-4)移転先の住居形態（希望）（【問１０】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①すでに解体・撤去
した

1 1 1 1 4

②今後、解体・撤去
する予定

3 10 8 2 2 1 26

③すでに修理した 5 5 1 2 1 14
④今後、修理をする
予定

1 1 1 1 2 6

⑤解体や修理をする
予定はない

1 2 3

⑥解体や修理等の
対応を決めていない

2 2 2 1 7

⑦その他 4 6 1 10 2 1 24
⑧不明 5 1 1 2 1 10
総計 16 29 3 24 9 8 5 94

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①すでに解体・撤去
した

1 3 4

②今後、解体・撤去
する予定

8 6 8 2 2 26

③すでに修理した 9 2 2 1 14
④今後、修理をする
予定

1 4 1 6

⑤解体や修理をする
予定はない

3 3

⑥解体や修理等の
対応を決めていない

2 2 3 7

⑦その他 7 13 1 1 2 24
⑧不明 3 2 1 1 2 1 10
総計 30 33 11 6 5 9 94

総計
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④-5)移転の理由（【問１０】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①すでに解体・撤去
した

1 1 2 4

②今後、解体・撤去
する予定

9 2 7 1 2 4 1 26

③すでに修理した 9 1 1 1 2 14
④今後、修理をする
予定

4 2 6

⑤解体や修理をする
予定はない

2 1 3

⑥解体や修理等の
対応を決めていない

3 2 1 1 7

⑦その他 13 1 2 2 4 2 24
⑧不明 7 2 1 10
総計 46 5 14 5 8 11 5 94

総計



 

-39- 

（３）住宅再建課題と再建意向 

①-1)住宅再建意向別再建課題（【問１２】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

①-2)住宅の再建方法（【問１２】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

  

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①住宅の再建（建設）
にかかる費用

64 11 13 14 33 18 1 154

②住宅の修理にかか
る費用

317 109 5 6 3 9 7 456

③宅地の整備にかか
る費用

48 8 2 3 10 7 78

④被災時に住んでい
た住宅の債務、家賃
等

29 5 1 4 7 2 1 49

⑤敷地の安全性 238 30 12 3 12 27 23 8 353
⑥敷地前の道路（復
旧、道路幅など）

47 1 4 7 1 1 61

⑦親族等の相談など 9 3 1 4 5 6 28
⑧その他 41 3 4 6 8 12 1 75

総計

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①住宅の再建（建設）
にかかる費用

37 16 8 2 1 64

②住宅の修理にかか
る費用

313 4 317

③宅地の整備にかか
る費用

37 5 3 1 2 48

④被災時に住んでい
た住宅の債務、家賃
等

28 1 29

⑤敷地の安全性 221 11 2 4 238
⑥敷地前の道路（復
旧、道路幅など）

44 3 47

⑦親族等の相談など 8 1 9
⑧その他 35 1 3 2 41

総計
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①-3)移転先の住宅（希望）（【問１２】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

①-4)移転先の住居形態（希望）（【問１２】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①住宅の再建（建設）
にかかる費用

8 13 1 6 2 3 33

②住宅の修理にかか
る費用

1 1 1 3

③宅地の整備にかか
る費用

2 4 1 3 10

④被災時に住んでい
た住宅の債務、家賃
等

2 3 1 1 7

⑤敷地の安全性 5 11 2 1 4 3 1 27
⑥敷地前の道路（復
旧、道路幅など）

1 3 1 1 1 7

⑦親族等の相談など 1 1 2 1 5
⑧その他 2 1 1 3 1 8

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①住宅の再建（建設）
にかかる費用

24 4 3 2 33

②住宅の修理にかか
る費用

1 2 3

③宅地の整備にかか
る費用

6 3 1 10

④被災時に住んでい
た住宅の債務、家賃
等

2 5 7

⑤敷地の安全性 11 12 2 1 1 27
⑥敷地前の道路（復
旧、道路幅など）

5 2 7

⑦親族等の相談など 3 1 1 5
⑧その他 1 3 2 2 8

総計
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①-5)移転の理由（【問１２】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

②-1)就業状況別住宅再建意向（【問１４】×【問１１】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①住宅の再建（建設）
にかかる費用

21 2 2 2 3 3 33

②住宅の修理にかか
る費用

3 3

③宅地の整備にかか
る費用

9 1 10

④被災時に住んでい
た住宅の債務、家賃
等

5 1 1 7

⑤敷地の安全性 19 4 3 1 27
⑥敷地前の道路（復
旧、道路幅など）

6 1 7

⑦親族等の相談など 3 1 1 5
⑧その他 2 2 1 2 1 8

総計

ア イ ウ エ オ カ キ ク
被災した住
宅の修理・
建替・購入
等を済ませ
た。または
修理・建て
替え・購入
等を決めた

被災し
た住宅
を修理
したい
（これか
ら決定
する）

被災した
同じ住所
（場所）で
住宅を再
建したい
（これから
決定する）

被災
した
賃貸
住宅
に戻
りた
い

新たに
災害公
営住宅
が整備
されれ
ば入居
したい

被災した住所か
ら別の住所へ
移転したい（別
途住宅建設・購
入、賃貸住宅
（災害公営以
外）や親族の住
宅への移転）

わか
らな
い、
まだ
決め
てい
ない

不
明

①自然災害に対する
安全性の確保

826 130 20 8 46 77 71 56 1,234

②日常生活の利便性
の確保

503 77 9 3 38 63 53 36 782

③医療・福祉機能の
充実

371 61 9 2 19 42 32 29 565

④教育・子育て環境
の充実

99 7 4 3 17 15 9 1 155

⑤ご近所づきあい・
コミュニティの充実

214 27 4 1 8 20 11 10 295

⑥働く場所の確保 105 12 1 2 8 8 15 5 156
⑦豪雨災害からの生
活再建資金の確保

380 70 15 6 23 35 29 20 578

⑧その他 20 1 3 1 2 1 3 31

総計
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②-2)住宅の再建方法（【問１４】×【問１１－ア】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「ア」と回答した 977 世帯のみの

集計。 

 

②-3)移転先の住宅（希望）（【問１４】×【問１１－カ－１】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤
被災した住
宅を修理

被災した宅地で
住宅を建て替え

被災した住宅とは
別に住宅を購入

その他 不明

①自然災害に対する
安全性の確保

775 22 11 10 8 826

②日常生活の利便性
の確保

471 10 10 5 7 503

③医療・福祉機能の
充実

345 8 6 7 5 371

④教育・子育て環境
の充実

91 5 1 1 1 99

⑤ご近所づきあい・
コミュニティの充実

202 5 2 3 2 214

⑥働く場所の確保 99 3 1 1 1 105
⑦豪雨災害からの生
活再建資金の確保

357 12 6 2 3 380

⑧その他 18 2 20

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
被災前と
同一

行政区内

市内の
別行政区
でもよい

市内の別
小学校区
でもよい

市外
どこで
もよい

わから
ない

不明

①自然災害に対する
安全性の確保

15 25 2 18 8 5 4 77

②日常生活の利便性
の確保

9 18 2 18 7 6 3 63

③医療・福祉機能の
充実

5 10 15 3 7 2 42

④教育・子育て環境
の充実

1 8 1 3 2 15

⑤ご近所づきあい・
コミュニティの充実

3 10 1 2 2 1 1 20

⑥働く場所の確保 1 2 2 2 1 8
⑦豪雨災害からの生
活再建資金の確保

10 7 1 8 5 2 2 35

⑧その他 1 1

総計
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②-4)移転先の住居形態（希望）（【問１４】×【問１１－カ－２】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

②-5)移転の理由（【問１４】×【問１１－カ－３】） 

※「【問１１】今後の住宅再建や住宅確保等の予定」において「カ」と回答した 94世帯のみの

集計。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
持ち家を建設ま
たは購入したい

アパート等の賃貸
住宅に住みたい

子ども・親族等の
家に同居したい

その他
わから
ない

不明

①自然災害に対する
安全性の確保

25 28 9 5 4 6 77

②日常生活の利便性
の確保

16 27 6 4 5 5 63

③医療・福祉機能の
充実

8 15 6 3 5 5 42

④教育・子育て環境
の充実

11 4 15

⑤ご近所づきあい・
コミュニティの充実

10 4 3 1 2 20

⑥働く場所の確保 3 2 2 1 8
⑦豪雨災害からの生
活再建資金の確保

14 14 3 1 1 2 35

⑧その他 1 1

総計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
今後の
被災が
不安

元の場所で住宅の
建て替え等を行うに
は時間がかかる

近親者の
住まいが
ある

就業等の変
化に伴い必
要になった

家族の仕
事や通学
に便利

その他 不明

①自然災害に対する
安全性の確保

41 3 11 5 7 7 3 77

②日常生活の利便性
の確保

29 5 9 3 8 6 3 63

③医療・福祉機能の
充実

21 7 5 2 4 3 42

④教育・子育て環境
の充実

11 1 1 2 15

⑤ご近所づきあい・
コミュニティの充実

11 4 2 2 1 20

⑥働く場所の確保 3 1 1 2 1 8
⑦豪雨災害からの生
活再建資金の確保

16 4 4 1 2 7 1 35

⑧その他 1 1

総計



 

-44- 

７．被災地区別住宅再建課題等について 

（１）被災地区別再建課題（【問６】×【問１２】） 

※問７「⑦借家（公営住宅）」の 69 世帯を除いた 1,544 世帯を対象として集計。 

 

（２）被災地区別再建重視事項（【問６】×【問１４】） 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
住宅の再
建（建設）
にかかる
費用

住宅の修
理にかか
る費用

宅地の整
備にかか
る費用

被災時に住
んでいた住
宅の債務、
家賃等

敷地の
安全性

敷地前の
道路（復
旧、道路
幅など）

親族等
の相談
など

その他

01肱南 16 45 11 8 39 7 2 9
02久米 8 52 3 6 43 6 4 7
03肱北 2 1 1 1
04若宮 7 36 2 4 17 4 2 8
05五郎 1 3 2 1 7 1 3
06田口 8 51 3 4 33 6 1 9
07平 26 69 7 6 56 6 5 10
08平野 1
09南久米 1 1 1 1
10菅田 43 100 21 11 73 12 10 9
11大川 4 10 6 1 10 3 1 3
12柳沢 1 1 1 1 1
13新谷 8 9 2 4 10 1 2 2
14三善 15 4 10 3 2
15八多喜 9 27 2 1 19 6 3
16長浜 2 14 2 1 13 1 4
17肱川 19 22 10 2 20 2 1 6
総計 154 456 78 49 353 61 28 75

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
自然災害
に対する
安全性の
確保

日常生活
の利便性
の確保

医療・福
祉機能の
充実

教育・子
育て環境
の充実

ご近所づ
きあい・

コミュニティ
の充実

働く
場所の
確保

豪雨災害
からの生
活再建資
金の確保

その他

01肱南 131 78 63 27 24 12 65 5
02久米 143 106 59 21 46 25 72 2
03肱北 2 2 1 1 2 1 2
04若宮 114 64 51 14 33 14 43 2
05五郎 21 11 8 2 6 1 9
06田口 136 84 63 15 29 26 61 4
07平 250 160 113 38 68 25 102 5
08平野 1 1 1
09南久米 2 2 2
10菅田 203 130 91 20 40 27 105 4
11大川 27 22 8 1 9 4 12
12柳沢 1 1 1
13新谷 45 35 27 3 7 6 19 1
14三善 33 19 15 6 3 4 19 2
15八多喜 78 34 33 6 23 9 42 3
16長浜 38 28 19 8 4 15 2
17肱川 62 47 44 6 16 5 24 5
総計 1,286 822 595 160 317 163 594 35


